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＜連絡事項＞

・年末年始に向けて、ワックス掛けをしていく予定となっています。

・1/27　立ち入り調査　各自、計画的にカルテ整理や評価を行ってください。

・リハプロは9：45に担当の方が南玄関に来る為、誘導することになります。

・事故報告書について

今後、明らかなスタッフサイドの過失（誤投薬・セットミスなど）に関する事故報告書の提出及び報告について、AOMへの報告は当事者（SGM・JGM同行のうえ）が直接にくるようにしてください。

・インフルエンザに注意し各自体調管理をして下さい。

・処置の際には、清潔・不潔を区別し、感染対策の徹底と確実な手技・適切な物品を使用しきちんと行うようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・馬場　ふみ様～15：00長生園入所の為、退院となる。初外来：H28.12.16　外来の際に採血実施の指示。検査の佐藤さんには依頼済み。

・續石　啓介様～不眠時のブロチゾラム(0.25)1T　10回分処方となる。

・野田　敏治様～背部の処置は12/14まで継続指示となる。

・沢村　まさえ様～外出しているが、三沢市に積雪があり、予定時間内に戻れない可能性があるとの事。

・大上　なみ様～日赤病院受診している。次回受診なし。軟膏は当院の処方へ切り替えるよう指示となる。

＜隔離入室患者様＞

・木村　格治様～終日隔離継続中。10時～11時の開放観察実施中。開放観察中の不穏さや易怒性なく経過している。本日、兄様の面会あったが、声高さもなく落ち着いて対話できたとの事。引き続き、精神症状の観察を行い、処遇改善図れるよう介入していく。

＜要注目患者様＞

・續石　啓介様～「便が出すぎる」との事で、自ら昼食後薬のアローゼンは除剤している。点滴は拒否なく行い、表情の硬さなし。12/9　16：00家族来院し、今後について話合いを行う予定。引き続き、食事摂取状況や精神症状の観察を行っていく。

・板垣　蔚城様～野田　敏治様に対して攻撃的となっており、一時的に野田様をAユニットへ避難させている。その後は落ち着いて過ごす事出来ている。

・嶋守　與之様～帰宅要求きかれ、扉を叩く行為あり。13：30継続指示のリスペリドン服用している。両下腿の浮腫著明。明日の診察にて担当医へ報告してください。

・磯島　貴広様～ホール内を落ち着きなく、歩いている様子見られている。また、外出の訴え頻回に聞かれている。他者トラブルはない。引き続き、精神症状の観察と他者トラブルに注意していく。

＜深澤Dr診察＞

・小笠原　澄子様～妄想・幻聴症状ある為、セディール（10）6Tとロナセン（4）3T追加にて、7日分処方となる。リパプロ・OT・SST導入指示。担当医より面談調整の指示あり（次男と夫様）。12/14（水）18：30

　　　　　　　　　次男様への連絡は18：00以降にお願いします。

・水梨　孝純様～エンシュアリキッド中止となる。

・関川　良雄様～右外踝の処置は7日分継続指示。ロキソプロフェンNaとレバミピドは中止。

・山谷　賢一様～ジアゼパム中止し、他同内容にて7日分継続処方となる。血糖測定は継続指示となる。

・向井　敦子様～臨時薬変更なく7日分処方となる。退院後のサービス・生活環境が整い次第退院の方向。退院後、本人の負担とならない状況を整備していくよう指示となる。

・荒谷　郁子様～本日1時より排尿なく、水分量も少ない状況。担当医より導尿の指示あり、実施する。濃縮尿100ml確認。ボグリボース（0.2）3T→4.5Tへ増薬し、7日分処方となる。血糖測定・スライディングスケールも7日分継続指示となる。食事摂取量と排泄状況の観察を継続して行ってください。

・池野　功一様～浮腫は消失している事から、フロセミド中止の指示となる。引き続き、服用状況の観察するよう指示あり。

・藤村　悦子様～OT・リパプロ・SST導入指示となる。

・板垣　蔚城様～ポラキス・ネルボン・ブロチゾラム・ジアゼパム中止。ゾピクロン（7.5）1T、デジレル（25）2T、ロラゼパム（0.5）2T、デパケンR（100）2T追加で7日分処方となる。

・大橋　正男様～臨時薬は内容変更なく、7日分処方。血糖測定も7日分継続指示となる。妻様退院後、南病棟移動指示となる。

・佐藤　守様～レボトミン（5）6T→9T増薬し、セルベックス中止し7日分処方となる。外泊の状況の確認を行っていく。OT・リハプロ・SST導入指示。

＜新入院患者様＞

氏名：鈴木　恒夫 様

生年月日：S30年1月1日　61歳

　　性別：男性

　主病名：アルコール性認知症

　　病棟：東病棟合併症室

入院形態：医療保護入院

　主治医：伊藤Dr

＜経過＞

当院へは２回目の入院となる。H28.3.12当院退院後はグループホーム南寿の里へ入所。以後、定期的な外来通院をしていた。H28.9.15八戸市立市民病院受診され肺癌と診断。H28.11.8より市民病院へ入院し同月11日手術し16日退院となった。退院後はグループホームへ再入所。食欲不振が続き体重減少もみられている。以前、このようになった際、再飲酒された経緯もある為家族としては入院治療を希望。H28.12.6当院受診時、脱水予防の為点滴を処方。これらのことから身体管理目的にてH28.12.7東合併症室へ医療保護入院となる。

LTセット：Cプラン　オムツは本人の状態に合わせて必要なら導入可。

家族洗濯

